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第８章学生支援等 

８.１学生相談・助言 

〔現況〕 

・各学期初めにクラス担任が、クラス毎に学生便覧を使用して、学生生活上の事柄を中心にガイダンスを実施し

てきました。平成17年度から全学生を対象に２年生～５年生は、第１学期授業開始の３日間をオリエンテーシ

ョンの期間とし、ガイダンスと校長講話を行っています。また１年生は、穴水研修(人間と自然Ⅰ)において、

校長講話、学科長講話と担任ガイダンスを行っています。帰校後、主事ガイダンス、ＬＣガイダンス等を行っ

ています。（資料８－１－①－１「オリエンテーション日程」） 

・各学科目の最初の授業では、科目担当者から学習上のガイダンスも実施しています。こうしたガイダンスにお

いて不明な点や疑問点は、直接担当教員に質問して解決する、クラス担任を通じて解決を図る等の対応が行わ

れています。 

・女子学生に対しては、女性教員複数名を女子学生指導委員に指定し、就学指導のためのガイダンスと相談に対

応しています。 

・学生に周知する内容は、学務会議で決定したうえで学生係がクラス担任連絡会議や教員会議の中でクラス担任

や全教員に説明し共有化が図られ、さらには必要に応じて資料が作成される等、ガイダンスの内容の統一性に

留意しています。 

・各学科目が始まる最初の授業では、担当教員が学習支援計画書(シラバス)に基づき、科目概要・目標や授業方

法、アドバイス、成績評価基準、質問時間（オフィスアワー）について、学生に説明しています。 

・平成１８年度からは、主として修学上の一般的並びに基礎的な事項について指導できるよう、地域連携センタ

ーに教員を常駐させています。（資料８－１－①－２「地域連携センター」） 

・学生の修学上の相談は、クラス担任が受けることになっています。一方、部活顧問や科目担当者が相談を受け

ることもあり、その場合も必ずクラス担任に通知されることになっています。クラス担任は、正副２名の教員

が受け持ち、学生の立場に立って助言を行うように努めています。これまでの相談内容として「授業が良く理

解できない」や、「資格取得にチャレンジしたい」また「一部の先生や友人とうまくいかない」等があります。

先の二つについては、随時質問を受け付ける体制（オフィスアワー）や、補習授業、特別講座等を実施してい

ます。また、教員や友人とのコミュニケーションの問題に関しては「カウンセリングセンター」（資料８－１

－①－３「カウンセリングセンター」）のカウンセラーによるカウンセリングによって対応しています。 

・学生の自主的学習等の推進には、保護者の理解と協力が必要です。全ての保護者に対して配付している学校だ

より「専（もはら）」（年２～３回発行）には、本校の教育研究の近況報告と共に、学生の自主的な活動内容を

紹介しています。 

・本校では、保護者及び教職員で組織する「育友会」を設けています。育友会では、保護者に向けた学校見学会

を開催しており、その中に、学生の「穴水湾自然学苑教育」を体験してもらうプログラムを行っています。こ

のプログラムでは、学生達が通常行う研修の一端を体験していただき保護者からの直接的な評価を受け、本校

教育の理解をいただく努力を行っています。（資料８－１－①－４「見学会のご案内」）、（資料８－１－①－5

「保護者からの評価」） 

・授業時間外の各教室やコンピュータ演習室、マルチメディア演習室およびラウンジは自由に利用することがで

きます。学生は、試験勉強、レポート作成など学習の場として、また学生間のコミュニケーションの場として

有効に活用しています。さらに、金沢工業大学との教育支援に係わる共用施設は、学生の自主的な学習やキャ

ンパス生活の場として効果的に利用されています。（資料８―１―①－６「共用施設の状況」） 

・学生に対する学習支援の取り組みの多くは、学園の教育支援機構の各センターの協力を得て実施されています。
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各センターの支援に対するニーズは、ＫＴＣ総合アンケートや各センターが独自に実施するアンケート等によ

り把握されていると認識しています。(資料８－１－①－７「利用者アンケート」) 

・校長は毎朝実施している登校指導の中で、積極的に学生に話しかけて学生との対話を重視し、学生のニーズを

把握することに努めています。 

・資格取得や外国留学、補習授業、さらには課外活動等の本校が実施する学習支援活動に関する学生の意見につ

いては、ＫＴＣ総合アンケートや日常的な教職員との意見交換を通じて把握されていると認識しています。 

(資料８－１－①－８「授業に関するアンケート」) 

・資格試験や検定試験講座の受講を容易にするために、自己開発センターを設置しています。専門スタッフが便

宜供与に当たると共に、検定のための講習会を開催しています。また、各学科においても、主要資格を指定し、

受験のための講習を実施しています。（資料８－１－①－９「自己開発センター利用案内」） 

・英語教育と共に留学も本校の特色の一つであると認識し、「国際交流委員会」を設置し、留学に関する基本方

針（案）を決定し、校長に具申しています。校長の留学施策にもとづき英語科教員の留学係りが業務を実施し

ています。本校は、ニュージーランドのオタゴポリテクニクと連携しており、留学生を送り出しています。留

学先があるダニーデンには本校の現地指導員２名を常駐させ、学生のホームステイ生活や就学指導に当たらせ

ています。 

・留学生の学習状況把握や留学先管理者等との連携を容易にするため、留学先との間でテレビ会議システムを運

用しています。 

・資格取得のための特別講座を開講し支援しています。（資料８－１－①－１０「資格試験講座開設状況・受講

者数」）また、その他適時に学生の要求に応じて補講も行っております。 

・資格取得による単位認定についてはその必要性を認識しています。本校では、これまで資格取得を学生個人の

学習意欲の向上策として扱ってきたため、「褒めの教育」の成果の一部として取り扱い校長表彰を行ってきま

した。したがって、資格取得による単位認定については、現在実施していません。 

・外国留学については英語科教員によるガイダンスや特別講座等の支援を行い、積極的に推進しています。本校

の特色として単位互換により在学のままで留学できる制度を発足させ、より一層の充実を目指しています。 

・外国留学プログラムの実施ならびに全ての支援は、金沢高専の国際交流委員会と同委員会より指示を受けた英

語科が主体となって行っています。国際交流委員会では、留学先のオタゴ・ポリテクニクでの学習内容、留学

規定、留学参加者の選抜から出発までの準備内容、留学中の諸注意などの全ての実施に関わる事をこの委員会

で討議し決定しています。英語科は、国際交流委員会の指示を受けて実務的作業を行っています。 
・本校には留学生が在学していませんが、１３人の外国人教員を要している関係上、関連総務を実施するための

女性職員１名を雇用しています。業務処理から得たノウハウを蓄積しており、これが今後の留学生受け入れに

寄与できるものと考えています。 

・本校には現在商業高校出身の編入生が、１名在学しています。なお、平成１８年度に卒業した学生は工業高等

学校出身者であり、中学時代の同級生が在学したことで学生生活に溶け込め、専門科目には違和感なく溶け込

めました。数理科目においては必要に応じて個別指導を実施することで対応しました。現在の編入生について

も、環境への対応も早く、問題ありません。 

・課外活動に関しては、３年生まで全員が部活動に参加することを奨励しており、教員が各部の顧問を担当して

います。部活動のコーチは、本校の非常勤職員としての身分で採用された者が当たるなど、支援体制の充実に

努力しています。各種コンテストへの参加を希望する学生が増えてきたことから、「プロジェクト」活動とし

て担当教員が活動の支援を行っています。 

・学生会に対しては、学内に学生会室を置き、学生主事が活動の助言や支援を行っています。（資料８－１－①
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－１１「金沢工業高等専門学校学生会会則」） 

・本校には、クラブハウスがあります。全ての部活動に居室が提供できているわけではありませんが、有効に利

用されていると認識しています。（資料８－１－①－１２「部活動について」） 

・部活動については、学生会の規則に従って実施しております。 

 

〔評価〕 

・クラス担任があらゆる学生相談窓口としての機能を持っています。クラス担任は、校長、教務主事、学生主事、

学科長と日常的に情報交換を行っており、学生一人ひとりの状況を把握し、関係教員との情報共有に努めてい

ます。こうした取り組みによってガイダンスによる学生への情報提供は、適切に機能していると考えています。 

・学習意欲の触発を教育の実践目標の一つとしている本校において、学生の学習上の相談は最も重要な「キッカ

ケ」と位置付けられます。本校は、校長自ら率先して修学心得などを主体とした指導を実施する、留年学生を

指導する等、学生の学習意欲に応える個別指導や特別講座の開設が行われており、学生の相談に積極的に対応

しています。 

・学園が運営する共用施設では、本校学生の利用は積極的であり、学生の満足度も高く、また、これら施設の職

員も、本校の教育の実践目標を共有しており、学生の立場に立った組織運営が行われていると認識しています。

（資料８－１－①－１３「各施設・設備の整備状況」）、（資料８－１－①－１４「ライブラリーセンター入館

者数」）、（資料８－１－①－１５「工学設計教育センター夢考房 26利用者数」）、（資料８－１－①－１６「夢

考房ライセンス取得者数」） 

・ＫＴＣ総合アンケートの分析結果に基づけば、学生からは現行の支援内容に対する苦情や要望は特にないと認

識しています。 

・学習支援に関する学生の新たなニーズは、ＫＴＣ総合アンケートにおける学生の自由記述、アンケート結果に

対する第３者による聞き取り調査や教職員との意見交換を通じて見出す努力を行っています。 (資料８－１－

①－１７「金沢高専に関するアンケート」) 

・資格取得については、現在行っている特別講座の充実を図り、継続して支援することで成果が得られるものと

考えています。（資料８－１－①－９「自己開発センター利用案内」） 

・外国留学に関しては、２学年時の希望者が多く苦慮している所です。学生の安全を考え留学先の選定には特に

留意しております。単位互換によるニュージーランド留学については、本校職員として２名を現地採用し、万

全を期す体制のもと実施しており、米国の短期英語研修には英語科の教員が４名程度引率者として同行してい

ます。 

・編入学生が１名と少数であったことから十分に目が行き届いた状況の中で、適切な対応ができたと考えていま

す。また当人の学習における満足度も高い状態でした。 

・本校の課外活動は、人間力養成の一翼を担う重要な位置付けにあります。そのため、支援体制の充実に、大き

な努力を払っています。こうした努力の成果として、いくつかの部活動やプロジェクト活動において、一定の

成績が収められているものと考えています。（資料８－１－①－１８「部活動一覧」）、（資料８－１－①－１９

「夢考房プロジェクト参加者数一覧表」）、（資料８－１－①－２０「プロジェクト活動成果」） 
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４月１日(水) ４月２日(木)

13:00 13:15 14:00 15:00 16:00 8:40 9:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00

T1 T1 大崎　富雄

M1 M1 氏家　亮子

G1 G1 松下　臣仁

D2 D2 土谷　梓

M2 M2 金井　亮

C2 C2 元木　光雄

D3 D3 諸谷　徹郎

M3 M3 小間　徹也

C3 C3 原　孝美

Ｄ４ Ｄ４ 松本　裕

M4 M4 古屋　栄彦

Ｃ４ Ｃ４ 中野　真

Ｄ５ Ｄ５ 南出　章幸

Ｍ５ Ｍ５ 伊藤　恒平

Ｃ５ Ｃ５ 中川　秀敏

＜実施場所＞

４月１日(水) ４月２日(木)

13:00 13:15 14:00 15:00 16:30 8:40 9:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00

多目的
ﾎｰﾙ

第１体育館

合同
講義室

合同
講義室

その他 プラザ ２４号館 会議室 ２Ｆ多目的

ＨＲ
①

キャリア
デザイン
ガイダンス

修学ガイダンス

健康診断

この間の時間は、目安です

ガイダンス 入学式
奨学金
説明会

ＨＲ 穴水研修（１/３）

教室
集合

点呼

対面式
始業式

着任式

クラス
写真撮影

生活ガイダンス

保護者控室

入学式

健康診断
ＨＲ
①

クラス
写真撮影

健康診断
ＨＲ
①

この間の時間は、目安です

キャリア
デザイン
ガイダンス

クラス
写真撮影

クラス
写真撮影

５年 ４年

２階多目的実験室（健康診断）

対面式・始業式

ＨＲ
①

２階多目的実験

２・３年 ５年

４月２日（木）８：２０
教職員写真撮影（プラザにて）

昼食

昼食

1
0
時
出
発

４月２日（木）１３：００～
新任教員ガイダンス（Ｅ-ﾗｳ

＜各種ガイダンス　担当者＞ ＜ホーム・ルーム　概要＞

：教務主事

生活ガイダンス ：学生主事 ＨＲ 連絡事項　他

キャリアデザインガイダンス ：進路指導主事  ・ １年：穴水研修について

安全教育 ：各学科の担当者 （教室）

健康診断 ：学級担任・副担任 （２Ｆ多目的実験室ＨＲ① 連絡事項　他

　（時間･場所の詳細は別途連絡予定）  ・ ２年以上：ガイダンス実施概要

ＨＲ / ＨＲ① / ＨＲ② ：学級担任・副担任 （教室） 　　　　　　　定期健康診断について

ＨＲ② クラスガイダンス

 ・ 時間割発表

 ・ 教科書購入チェック

 ・ 学級役員の選出

 ・ 学習支援計画書保存ファイルの配付

(合同講義室）

(合同講義室）

修学ガイダンス (合同講義室）

（資料８－１－①－１） 

「オリエンテーション日程」 
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４月３日(金) ４月４日(土)

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8:40 9:40 10:40 12:10 13:10 14:10 15:10 8:40 9:40 10:40 12:10 13:10 14:10 15:10

T1 T1

M1 M1

G1 G1

D2
安全教育
〔南出〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

D2

M2
安全教育
〔古屋〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

M2

C2
安全教育
〔元木〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

C2

D3
安全教育
〔諸谷〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

D3

M3
安全教育
〔伊藤〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

M3

C3
安全教育
〔小坂〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

C3

Ｄ４
安全教育
〔香林〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

Ｄ４

M4
安全教育
〔秋山〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

M4

Ｃ４
安全教育
〔坂倉〕

キャリア
デザイン
ＨＲ②

Ｃ４

Ｄ５
キャリア
デザイン
ＨＲ②

Ｄ５

Ｍ５
キャリア
デザイン
ＨＲ②

Ｍ５

Ｃ５
キャリア
デザイン
ＨＲ②

Ｃ５

４月３日(金) ４月４日(土)

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8:40 9:40 10:40 12:10 13:10 14:10 15:10 8:40 9:40 10:40 12:10 13:10 14:10 15:10

多目的
ﾎｰﾙ

多目的
ﾎｰﾙ

合同
講義室 ３年 ２年 ２年 ５年 ３年 ２年 ４・５年

合同
講義室

その他 その他

ＨＲ②

修学ガイ
ダンス

ＨＲ②
生活ガイ
ダンス

生活ガイ
ダンス

校長講話

キャリア
デザイン
ガイダンス

穴水研修（２/３）

キャリア
デザイン
ガイダンス

昼
休
み

昼食

昼食 ＨＲ②

穴水研修（３/３）

ＨＲ②校長講話

昼
休
み

＜キャリアデザイン　概要＞ ＜定期健診の予定＞

定期健康診断

キャリアデザイン 平成２１年度　個人目標の設定 ４月　２日（木） ： ２～５年生 （２Ｆ多目的実験室

３・５年生全員・・・聴力検査も

４月　７日（火）午前 ： １年生 （多目的ホール）

新入生全員・・・レントゲン

心臓検診

４月１３日（月）8：40-12：10 ： １年生 (会議室)

〃 ２年生以上は、経過観察者のみ
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「見学会のご案 

（資料８－１－①－２） 
「地域連携センター」 

 
（出典：「学生便覧 2010」P.124）

（資料８－１－①－３） 
「カウンセリングセンター」 

 
 

（出典：「学生便覧」2010]P.94）
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（資料８－１－①－4） 
「見学会のご案内」 
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（資料８－１－①－5） 

「保護者からの評価」 
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（資料８―１―①－６「共用施設の状況」） 
・ライブラリーセンター（図書館）  

                                       少人数での英語教育の授業にゼミ室を利用、 

図書館・放課後の自学自習に利用 

卒業研究論文の閲覧と研究活動に利用 

情報検索ガイダンス（利用者教育） 

（マルチメディア考房）  コンピュータによる創作活動の場として利用 

      ・工学設計教育センター（夢考房）  機械実習用施設として利用 

                    モノづくりの活動施設として利用 

         （スポーツ考房）    トレーニング・体力増進・健康管理施設として利用 

      ・自習室                24時間会館の自習室。パソコン環境が整いグループによる討議等も

実施可能 

      ・女性ラウンジ            ＬＣ最上階の全フロアに設置。女性専用室     

      ・自己開発センター                 資格取得教育の支援、資格の相談や講習会に利用 

      ・穴水湾自然学苑                  「人間と自然」教育に利用 

      ・天池自然学苑                     部活動に利用 

      ・池の平セミナーハウス             「人間と自然」教育に利用 

      ・扇が丘診療所                     健康診断や内科的疾病治療等に利用 

      ・工学基礎教育センター             数理教育の支援 

      ・情報処理サービスセンター         情報教育の支援 

      ・食堂・購買 
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(資料８－１－①－７) 

「利用者アンケート」 

 

（出典：「ＫＴＣ総合アンケート調査結果」Ｐ２９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料 8－１－①－８) 
「授業に関するアンケート」 

（出典「平成16年度 KTC総合アンケート調査結果」P.26）
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（資料8－１－①－１０） 

「資格試験講座開設状況・受講者数」 

                       
講習会名 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 総計

0
0 11 3 1 23 38

0
0
0
0
0

（理論） 3 5 8
（機械） 2 6 8
（電力） 3 6 9
（法規） 3 6 9

24 46 16 5 21 112
19 14 10 5 10 58

基本情報技術者 0
　（第二種情報処理技術者） 0
システムアドミニストレータ 0

0
0
0
0
0
0

2 16 18
4 4

0
0
0

日商簿記検定 0
26 26

47 32 48 34 52 213
0
0

機械設計技術者 12 12
Ｗｏｒｄ/Ｅｘｃｅｌ 23 64 87

107 119 77 68 231 602

宅地建物取引主任者

一般
合計

３級

３級
ガス溶接技能者（認定講習）
電気取扱業務安全衛生特別教育（認定講習）
照明コンサルタント

実用数学技能検定
２級
準２級
３級

日本語文書能力検定

２級
準２級
３級
４級

直前

直前

実用英語検定

準１級
２級
準２級
３級

第三種電気主任技術者 直前

第二種電気工事士
（筆記）
（技能）

二級ボイラー技士
（認定）
（筆記）

第三種電気主任技術者

（理論）
（機械）
（電力）
（法規）

コース名
危険物取扱者（乙種各種）



 

 - 221 -

（資料８－１－①－１１） 

「金沢工業高等専門学校学生会会則」 
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（出典：「学生便覧」２００９．Ｐ52） 
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（資料８－１－①－１２） 
「部活動について」 

（出典：「学生便覧２００９」Ｐ９２）



 

 - 225 -

用途別室名 室数 座席数 パソコン台数 利用可能時間

高専ラウンジ 38 平日・土曜日　２１時まで

コンピュータ演習室 2 122 122 平日　１８時まで

ライブラリーセンター 150 1715 79 平日　２２時、土・日曜日　１７時まで

夢考房 5 8 平日　２１時、土・日曜日　１７時まで

スポーツ考房・体育館 平日　２０時、土曜日　１６時まで

自己開発センター 3 8 平日　１７時、土日曜日　１７時まで

穴水湾自然学苑 174

天池自然学苑 30

平日　　 １５時まで（売店１７時まで）

土曜日　１７時まで（売店１４時まで）
食堂・購買 3 630

（資料８－１－①－１３） 

「各施設・設備の整備状況」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（資料８－１－①－１４） 

「ライブラリーセンター入館者数」 
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（資料８－１－①－１５） 

「工学設計教育センター夢考房 26 利用者数」 

平成17年度平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度

４月 80 211 76 175 195
５月 200 149 224 210 219
６月 124 123 350 362 356
７月 105 58 245 257 224
８月 193 113 305 240 159
９月 476 457 504 564 415
１０月 454 503 735 543 442
１１月 291 308 427 481 452
１２月 329 395 612 726 574
１月 303 302 490 473 273
２月 99 235 486 159 144
３月 10 73 309 164 100
合計 2,664 2,927 4,763 4,354 3,553

 

 
 

 

（資料８－１－①－１６） 

「夢考房ライセンス取得者数」 

講習会名 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 計

ＮＣフライス盤 3 0 0 1 5 9
テクニカルガイド 45 - - - - 45
フライス盤 51 28 72 87 38 276
ボール盤 53 21 72 91 40 277
安全講習 - 65 179 54 58 356
旋盤 52 50 115 50 38 305
電気 7 12 57 49 22 147
板金 49 49 62 55 39 254
平面研削盤 3 0 0 3 - 6
木工 50 50 61 53 39 253
溶接 50 44 59 67 38 258
プリント基板 0 0 1 5 4 10
回路設計 0 0 2 0 2 4
総計 363 319 680 515 323 2,200

 

                 ※夢考房での安全講習会は平成 12年で終了 
 

 

 

 

 

 

平成２１年度

分を入れる 
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（資料8－１－①－１７) 

「金沢高専に関するアンケート」 

 
 

（出典「平成21年度 KTC総合アンケート調査結果」P.17） 
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文化部
　１）　陸上競技部 　　８）　卓球部 　１）　吹奏楽部
　２）　バレーボール部 　　９）　バトミントン部 　２）　放送 ・無線部
　３）　バスケットボール部 　１０）　水泳部 　３）　電子計算機部
　４）　ソフトテニス部 　１１）　剣道部 　４）　写真部
　５）　テニス部 　１２）　柔道部 　５）　美術部
　６）　野球部 　１３）　ラクビー部 　６）　ハンズオン部
　７）　サッカー部 　１４）　スキー部 　７）　将棋部

運動部

（資料８－１－①－１８） 

「部活動一覧」 

 

 

 

 

 

 

 
（資料７－１－①－１９） 

「夢考房プロジェクト参加者数一覧表」 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 総計
ロボット 8 8
ソーラーカー 4 8 4 6 1 23
ソーラーボート 1 1
風力発電 1 1
福祉機器開発 2 1 3
自律走行車 4 4
メカニカルサポート 1 2 1 1 5
組込みソフトウェア 5 5 10

14 14 6 8 7 6 55

 

 

（資料７－１－①－２０） 

「プロジェクト活動成果」 

年度 ソーラーカー（夢考房プロジェクト） ＲｏｂｏＣｕｐ（夢考房プロジェクト） ソーラーボート（夢考房プロジェクト） 風力発電（夢考房プロジェクト） メカニカルサポート（夢考房プロジェクト）

新ナセルの製作

第9回レスキューロボットコンテスト
     本選　総合3位、ベストロボット賞受賞、

消防庁長官賞受賞
平成２１年度

ソーラーカーレース鈴鹿
2009

総合13位（クラス8位）

RoboCup Japan Open 2009 in Osaka
中型ロボットリーグ、ヒューマノイドリーグ
ティーンサイズ、ヒューマノイドリーグキッズ

サイズ　出場
RoboCup 2009 GRAZ

ソーラー＆人力ボート全日本選手権大
会

耐久レース8位、スプリントレース9位、
スラロームレース7位
学生ソーラー部門優勝

新ナセルの設計・製作
新ブレードによる発電試験

第8回レスキューロボットコンテスト
本選　ベストチームワーク賞を受賞

平成１９年度

ソーラーカーレース鈴鹿
2007

総合11位（クラス6位）
ミツバ賞3位

平成20年度 -

RoboCup Japan Open 2008 in Numadu
中型ロボットリーグ、ヒューマノイドリーグ
ティーンサイズ、ヒューマノイドリーグキッズ

サイズ参加

ハイブリッドボートの設計

RoboCup Japan Open 2007 大阪
中型ロボットリーグ3位、4足歩行ロボット

リーグ決勝リーグ1回戦敗退
韓国ソウルにて開催されたRobot World
2007（国際ロボットコンテスト）のデモンスト

ソーラー＆人力ボート全日本選手権大
会

耐久レース8位、スプリントレース13位、
スラロームレース5位

1号機[陸上用]の試験
風力発電システム2号機[洋上用]の設計・製作
財団法人澁谷学術文化スポーツ振興財団「大学

の新技術、研究活動への奨励金」採択

第5回レスキューロボットコンテスト　書類審査にて不採択
第12回かわさきロボット競技大会　予選敗退

風力発電システム2号機[洋上用]完成
洋上での実験開始・検証

第6回レスキューロボットコンテスト　予選敗退
第13回かわさきロボット競技大会　予選敗退

2号機の不具合の改善、洋上での実験
新ブレードの設計・製作

第7回レスキューロボットコンテスト　本選　技術賞を受賞
トライアルデモンストレーションへの参加

実用機開発班発足

平成１８年度
ソーラーカーレース鈴鹿

2006
総合14位（クラス8位）

RoboCup Japan Open 2006 北九州
中型ロボットリーグ3位、4足歩行ロボット

リーグ決勝リーグ1回戦敗退
RoboCup 2005 Bremen / Germany
中型ロボットリーグ　予選敗退

ソーラー＆人力ボート全日本選手権大
会

耐久レース3位、スプリントレース12位、
スラロームレース棄権

平成１７年度
ソーラーカーレース鈴鹿

2005
総合20位

「中型リーグ春季キャンプ競技会」を本学に
て開催
リーグ3位

RoboCup 2005 OSAKA
中型ロボットリーグ　ベスト8

-
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８.２ 生活相談、進路指導 

〔現況〕 

・学生の生活に係わる指導や相談は、クラス担任及び学生主事、学生係が担当し、経済面に係わる

相談や助言は事務局長が担当しています。特に、生活面において、早期の対応が必要な事もあり、

毎日、学生の出欠状況を把握し、欠席者については、当日中に理由を保護者に確認しています。 

・学生にはガイダンスで学生便覧の記載内容を説明し、学生生活における悩みや不安については、

相談窓口の「心の相談（カウンセリングセンター）」での対応を伝えています。 

・本校のクラス担任制は学生ガイダンス、修学指導、学生の自主的活動、生活面、進路指導に至る

学生生活全般に渡って行き届いた指導を可能としています。 

・女子学生に対しては、本校の女性教員を相談窓口とする仕組みを作り、学生に周知させています。 

（資料８－２－①－１学園の「性差別防止委員会規則」） 

・キャンパス・ハラスメントに係わる相談については、キャンパス・ハラスメント防止委員会で対

応しています。（資料８－２－①－２「キャンパス・ハラスメントについて」）、（資料８－２－①

－３「金沢工業高等専門学校キャンパス・ハラスメントの防止等に関する規程」） 

・教職員には、「アカデミック・ハラスメント防止のヒント」、「セクシュアル・ハラスメント防止に

向けて」を配付しています。また、ＦＤ活動における講演会において、関係する専門講師を招聘

しこれらの問題に対する学習しています。（資料８－２－①－４「親業講座資料及び講義の一こ

ま」）、資料８－２－①－５「教師学講座資料」） 

・本校には、スクールカウンセラーがおり、必要に応じて相談できる体制が整備されており、学生

の立場を理解して対応するよう努力しています。（資料８－２－①－６「カウンセリングの取扱い

要項」） 

・学園には診療所があり、大学と共に本校学生が受診できるシステムになっています。専門の医師

や看護師による学生の健康管理に努めています。（資料８－２－①－７「キャンパス内での診療」） 

・経済面については、社団法人日本学生支援機構（旧 日本育英会）や県の奨学制度の利用を助言す

る等の対応を行っています。また経済的理由に対する対応とは異なりますが、特待生制度に基づ

く奨学金の給付を行っています。特待生制度は平成２２年度からは「リーダーシップアワード」

に変更し、努めて多くの学生が利用できるように変えます。 

・本校進路指導は、校長の指導のもと、進路指導主事を中心に学科長・学級担任を核とし、全校的

な進路指導体制を構築しています。進路指導主事は進路指導委員会のメンバーを中心に 

・進路に関する学生ガイダンスの実施 

・進路に関する保護者との連絡調整（資料８－２－①－８「保護者等への進路指導状況」） 

・企業訪問による就職開拓及び情報収集 

・就職に関する個別の学生指導 

・企業からの学校訪問の対応 

・進学希望者に対する受験指導 

・各学年対象の就職特別講座を実施 

 を行っています。また、指導内容に応じて、全教職員の協力が得られる体制を整備しています。 

・平成２１年度には、文部科学省の委託事業（ＧＰ）「共同と共創によるキャリアデザイン」を受託

すると共に、新たに各学年に応じたキャリアデザインノートを編纂し全学生に配布しています。 

・平成２０年度からは、校内から求人情報を一覧できる「進路指導サイト」、平成２１年度からは「進
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路指導資料室および資料コーナー」を開設し、学生に便宜を供与しています。 

・本分野の取り組みに対する学生の満足度については、総合アンケートにより把握しています。（資

料８－２－①－９「就職進学に関するアンケート質問」） 

・本校の学生には、金沢工業大学との共用施設（教育支援組織）を利用することによって、充実し

た教育環境が提供されています。 

・就職・進学率100％は、多年にわたる努力の成果として評価できると考えています。 

・外国留学希望学生が増加している現状は、本校の英語教育および支援体制の成果と考えています。 

・進路指導に対する学生の満足度は高いと認識しています。 

 

〔評価〕 

・学生の生活や経済面での相談には、常に保護者との連携が必要であり、毎年５月に開催される育

友会において、保護者との面談を行うことで連携を図っています。欠席した学生の保護者につい

ては当日、また、必要に応じて、その都度保護者と個別に面談を行う等、学生の問題解決に努力

しています。こうした取り組みは、保護者との高い信頼関係に繋がり、機能していると考えてい

ます。 

・学生の健康やハラスメント等に対する体制は、整備されていると考えます。 

・本校学生は、就職進学に対する指導体制にほぼ満足していると認識しています。 

・本校における就職及び進学の達成率は過去５か年100％を維持しています。このことは、学生自身

の努力の結果であると共に本校の進路指導体制が適切に機能している結果であると考えています。 

・学習支援に関する学生の新たなニーズに関する調査が十分ではありません。学生に対する聞き取

り調査を実施していますが、母集団の数に制約があり十分とはいえません。今後とも努力する方

向で対応していきます。 

・学生に対する学習を進めるためのガイダンスは、クラス担任や授業科目担当教員を中心として行

う体制が整備されており、学生に周知する内容等の共通化を図るなど、適切に実施されています。 

・学生に対する自主的学習を進めるための相談・助言体制としては、平成２０年度までは「学習支

援計画書」(シラバス)に、時間を特定したオフィスアワーの設定がなされていましたが、それ以外

の時間であっても随時、クラス担任を中心として、授業科目担当教員、部活動顧問などが相談・

助言に応じていました。しかしながら、学生の大部分が随時の相談・質問をするようになり、平

成２０年に実施した教育事情調査（米国、ロチェスター工科大学ほか）の結果を参考に、「随時」

の様式を採用することとしました。このほか、補習授業、特別講座も実施し、機能しています。 

・学生の自主的学習環境及びキャンパス生活環境については、高専ラウンジ、コンピュータ演習室、

多目的実験室、地域連携センターなどの本校の専有施設のほか、ライブラリーセンター、マルチ

メディア考房、工学設計教育センター（夢考房）、自習室（７号館）、女性専用ラウンジなどの大

学との共用施設があり、充実した環境が整備されていると考えています。各種の資格試験受験の

ための特別講座の開講や、外国留学のための国際交流高専委員会および英語教員による支援など

の支援体制が機能しています。特に、学生が休学せずに留学できる単位互換による留学制度は本

校の特色と考えられます。 

・編入学生が居る場合には、個別指導を行うなどの学習支援が行われてきました。 

・学生の組織的活動については、３年生までの部活動奨励、教員の積極的な部活動顧問担当のほか

に、学外コーチの参加など、支援体制の整備に努力しており、機能しています。 
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・学生の生活面に関しては、クラス担任、副担任、学科長や学生主事、学生係が担当となり指導・

相談・助言を行っており、カウンセラーを配置した心の相談（カウンセリングセンター）の設置

や、さらには、保護者と年２回の懇談など、指導・相談・助言体制が整備されており、機能して

います。経済面での相談・助言は事務局が担当する体制が整備されており、機能しています。 

・進路指導体制については、進路指導主事を中心に整備されており、進路に関する学生ガイダンス、

企業訪問による就職開拓及び情報収集、就職に関する個別の学生指導、企業からの学校訪問の対

応、進学希望者に対する受験指導、保護者等への進路指導などを、きめ細かく実施しており、機

能しています。 

 

〔改善点〕 

アンケート調査を行っていますが完全とは認識していませんので、今後も学生の要望を十分聞く

ことに留意して行きます。 
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（資料８－２－①－１） 

「性差別防止委員会規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.26） 

性差別防止委員会規則  

 

(目的) 

第１条 本学園が定める「性差別の防止に関する指針」の適切なる運用を計るため、本

委員会を置く。 

 (委員会) 

第２条 委員会の委員は、理事長が任命する。 

２ 委員長は理事長が任命する。 

３ 委員長は委員会の業務を統括し委員会を代表する。 

４ 委員会は委員長が必要に応じて招集する。 

５ 委員長において必要ある時は、委員数名による小委員会を置くことができる。 

 (委員会業務) 

第３条 委員会は次の事項について審議し、性差別防止の推進並びに性差別に関する調

査を行う。 

(1) 性差別防止に関する広報活動 

(2) 相談窓口に関する事項 

(3) 性差別の相談・苦情に関する調査 

(4) その他委員会において必要な性差別防止に関する事項 

 (調査) 

第４条 前条第３項による調査は、委員長が指名する委員数名による小委員会が行う。

２ 委員長は必要に応じて相談者の精神的な保護を目的にカウンセラーを立ち合わせ

る等の措置を講ずることができる。 

 (守秘義務) 

第５条 委員は前条による調査によって知り得た個人の情報を他に洩らしてはならな

い。 

 (連携) 

第６条 相談・苦情に対応する場合、委員長は関連部署と密接に連携し、関係者の保護等必要な措

置を講ずる。 

 (報告) 

第７条 委員長は第４条の調査結果を速やかに人事委員長並びに学長又は校長に報告

し、その措置を求めることとする。 

 (事務) 

第８条 委員会の事務は学生相談室(カウンセリングセンター)が行う。 

附 則 

１ この規則は、平成14年４月１日から施行する。 
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（資料８－２－①－２） 

「キャンパス・ハラスメントについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生便覧 2009」PP.95～96） 
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金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 ｷ ｬ ﾝ ﾊ ﾟ ｽ ･ ﾊ ﾗ ｽ ﾒ ﾝ ﾄ の 防 止 等 に 関 す る 規 程 

 
(目的) 

第１条 この規程は、性差別の防止に関する指針に則り、金沢工業高等専門学校(以下「本
校」という。)における教職員のセクシャアル・ハラスメントに対する認識を深め、その
防止等を図るとともに、教育の場としての本校に相応しいコミュニケーションができる快
適なキャンパス・ライフづくりを目指し、学生の能力が十分に発揮できる環境を整えるこ
とを目的とする。 
(定義) 

第２条 この規程において、「キャンパス・ハラスメント」とは、次に掲げる行為をいう。 
 (1) 教職員の立場や権力の濫用に起因することで、学生に就学上の利益又は不利益に影響

を与えること。 
 (2) 言動、掲示等により不快な念を抱かせるような環境を作為すること。 
(キャンパス・ハラスメント防止委員会) 

第３条 本校にキャンパス・ハラスメントの苦情相談への対応並びに防止等を図るため、キ
ャンパス・ハラスメント防止委員会(以下「委員会」という。)を置く。 
(委員会の任務) 

第４条 委員会の任務は、次の各号に掲げる事項とする。 
 (1) 校長から付託されたキャンパス・ハラスメントに関する事項の調査及び検討 
 (2) キャンパス・ハラスメントの防止に関する啓発 
 (3) キャンパス・ハラスメントに関する相談員等からの報告の事実調査 
 (4) キャンパス・ハラスメントの再発防止にかかる改善策の立案及び実施の検討 
 (5) その他キャンパス・ハラスメントに関する重要な事項の検討 
(委員会の構成) 

第５条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって構成する。 
 (1) 教務主事 
 (2) 学生主事 
 (3) 進路指導主事 
 (4) 研究主事 
 (5) 事務局長 
 (6) その他校長が必要と認める教職員 
(委員会の運営) 

第６条 委員会に委員長を置き、教務主事をもって充てる。 
２ 委員長は、委員会を召集し、その議長となる。 
３ 委員長に支障があるときは、予め委員長が指名した者が議長の職務を代行する。 
４ 委員長は、委員会の結果を取りまとめて、速やかに校長に報告しなければならない。 
５ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことが
できる。 
(相談員) 

第７条 本校にキャンパス・ハラスメントに関する苦情の申出及び相談に対応する相談員及
びカウンセラーを置く。 

２ 相談員の数は５名程度とし、委員会の推薦により、校長が指名する。 
３ 相談員の半数程度は女性とする。 
４ 相談員の任期は２年とし、再任を妨げない。 
５ 委員と相談員は、兼務することができる。 
(相談員及びカウンセラーの任務) 

第８条 相談員及びカウンセラーの任務は、次に掲げる事項とする。 
 (1) 苦情相談に関して指導及び助言をすること。 
 (2) 苦情相談の内容について委員会に報告すること。 
(守秘義務) 

第９条 この規程に関わる委員、相談員等は、職務遂行に当たって、当事者及び関係者の名
誉並びにプライバシー等の人権を侵害しないよう配慮しなければならない。 

２ キャンパス・ハラスメントに関する業務に従事した者は、その職務上知り得た情報を他
に漏らしてはならない。 

 

附 則 
この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。 

 

（資料８－２－①－３） 

「金沢工業高等専門学校キャンパス・ハラスメントの防止等に関する規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.76） 
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（資料８－２－①－４） 
「親業講座資料及び講義の一こま」 

 
 

  
    （１）導入講演            （２）聞き方訓練状況 
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（資料８－２－①－５） 
「教師学講座資料」 
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（資料８－２－①－６） 

「カウンセリングの取扱い要項」 

 

 （出典 「学生便覧 2009」P.94） 

 

（資料８－２－①－７） 

「キャンパス内での診療」 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （出典：「学生便覧2009」P.139） 
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（資料８－２－①－８） 

「保護者等への進路指導状況」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料８－２－①－９） 
「ＫＴＣ総合アンケート調査結果、平成２１年度」 

    （出典：「ＫＴＣ総合アンケート調査結果」、2009年度報告書 P.46）

日時 出席保護者数（名）
４年生学生数に対する
出席保護者の割合[%]

備考

平成１７年９月３日（土） 104 84.6
平成１８年９月２日（土） 109 87.2
平成１９年９月１日（土） 73 58.4 １９年度より個別面談を別に設ける
平成２０年９月６日（土） 65 61.3
平成２１年９月５日（土） 87 77.0
平成２２年９月４日（土） 　


